
2023年（令和5年） 3月2日 木曜日（第3種郵便物認可）鉄鋼（3）

森
鋼
材
、切
断
機
2
台
更
新

最
大
400
㍉

形
鋼
、斜
め
切
り
対
応

日
本
製
鉄
の
意
匠
性
チ
タ
ン

商
業
施
設
屋
根
光
の
共
演

ア
マ
ダ
、新
型
Ｎ
Ｃ
発
売

顔
認
証
搭
載
で
作
業
者
識
別

三菱電機

新
Ｆ
Ａ
機
器
を
Ｐ
Ｒ

名
古
屋
で
フ
ェ
ア
開
催

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
ア
ー
ト
な
ど

建
築
・
建
材
展
に
出
展

多
彩
な
加
飾
に
注
目
集
ま
る

虹技、素形材
事業部を新設
4月1日付組織変更

全
国
推
定
鉄
骨

需
要
量
32
万
㌧

1
月
、連
続
減

日
印
産
業
競
争
力

次
官
級
会
合
開
く

経
産
省

人
事

組
織
と

経
営
層
向
け
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
講
演
会

大
ス
協

自
社
株
取
得
状
況

自
社
株
取
得
状
況

（
総
数
、価
格
、カ
ッ
コ
内
は
取
得
期
間
）

森
鋼
材（
本
社
＝
大
阪
府
門
真
市
、
森
徹
社
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
形
鋼
な
ど
を
斜
め
切
り
す
る
帯
鋸

切
断
機
を
更
新
し
た
。
第
2
工
場
（
門
真
市
）
に

合
計
約
1
5
0
0
万
円
を
投
じ
、
既
存
の
切
断
機

2
台
を
入
れ
替
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
切
断
の
効
率

と
品
質
向
上
が
で
き
る
見
込
み
。

今
回
設
置
し
た
の
は
、

従
来
機
と
同
じ
ア
マ
ダ
マ

シ
ナ
リ
ー
製
の
「
Ｈ
Ｋ
―

4
0
0
Ｒ
Ａ
」
と
、
新
た

に
導
入
し
た
大
東
精
機
製

の「
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ⅱ
2
6
4
0
」

が
1
台
ず
つ
。
い
ず
れ
も

最
大
切
断
幅
は
4
0
0

㍉
、
最
大
30
度
残
し
斜
め

切
り
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
等
辺
山
形

鋼
（
ア
ン
グ
ル
）
を
45
度

に
プ
レ
ス
切
断
す
る
「
え

ん
ぴ
つ
切
り
」
も
可
能
で

加
工
し
た
ア
ン
グ
ル
杭
は

看
板
や
補
強
壁
の
支
柱
と

し
て
も
利
用
で
き
る
。
こ

の
ア
ン
グ
ル
杭
は
、
地
震

・
暴
風
・
土
砂
崩
れ
な
ど

自
然
災
害
へ
の
防
災
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
を
受
け
特
に

需
要
を
見
込
ん
で
い
る
。

形
鋼
は
ユ
ー
ザ
ー
で
切

断
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
同
社
が
加
工
ま
で
対

応
す
る
こ
と
で
ユ
ー
ザ
ー

の
作
業
工
程
が
減
り
、
納

期
の
短
縮
に
つ
な
が
る
。

両
端
部
を
斜
め
に
加
工
し

て
枠
組
み
を
作
る
「
斜
め

切
欠
き
加
工
」
や
、
ビ
ー

ム
ワ
ー
カ
ー
を
使
用
し
た

「
穴
明
加
工
」
の
技
術
を

用
い
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
。

同
社
は
形
鋼
や
平
鋼
な

ど
を
扱
い
、
月
間
扱
い
量

が
約
9
0
0
㌧
。

日
本
製
鉄
は
1
日
、
東

京
都
足
立
区
の
複
合
商
業

施
設
「
ソ
ラ
ト
カ
ゼ
ト
西

新
井
」
の
屋
根
に
意
匠
性

チ
タ
ン
「
ト
ラ
ン
テ
ィ
ク

シ
ー
」
が
採
用
さ
れ
た
と

発
表
し
た
。
設
計
を
担
当

し
た
永
山
祐
子
建
築
設
計

に
選
定
さ
れ
た
。
陽
極
酸

化
で
発
色
さ
れ
た
同
製
品

の
反
射
光
が
軒
を
照
ら

し
、
建
物
を
優
雅
に
演
出

す
る
。
色
相
は
見
る
角
度

や
時
間
に
よ
っ
て
ピ
ン
ク

や
金
色
に
変
化
。
花
の
色

と
共
演
し
、
街
の
景
観
に

色
ど
り
を
与
え
る
。
チ
タ

ン
の
使
用
量
は
5
0
0
㌔

㌘
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
テ
ィ
ク
シ
ー
は

下
屋
（
2
階
建
て
の
建
物

で
2
階
部
分
よ
り
は
み
出

し
た
平
屋
部
分
）
に
用
い

ら
れ
た
。
同
製
品
の
色
は

チ
タ
ン
表
層
に
あ
る
無
色

透
明
な
酸
化
被
膜
を
通
る

光
が
干
渉
を
起
こ
し
て
発

色
し
て
い
る
。

チ
タ
ン
は
環
境
負
荷
が

低
い
上
、
耐
食
性
に
も
優

れ
て
お
り
、

メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
負
荷
や

工
事
機
会
を

軽
減
す
る
。

軽
く
て
高
強

度
の
た
め
薄

肉
化
も
可
能

だ
。同

施
設
は

昨
年
10
月
に

オ
ー
プ
ン
。

事
業
主
は
リ

ブ
ラ
ン
で
、
建
設
は
Ｔ
Ｃ

神
鋼
不
動
産
建
設
が
担
当

し
た
。

日
本
建
設
機
械
工
業
会
（
会
長

＝
本
田
博
人
・
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ

ャ
パ
ン
共
同
代
表
執
行
役
員
）
が

こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
2
0
2
3
年

度
の
補
給
部
品
を
含
め
た
建
設
機

械
出
荷
金
額
見
通
し
は
22
年
度
予

測
比
7
％
増
の
3
兆
3
9
1
5
億

円
と
策
定
さ
れ
た
。
22
年
度
に
続

き
3
兆
円
を
超
え
、
21
年
度
か
ら

3
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
す

る
。
全
9
機
種
が
プ
ラ
ス
の
予
想

で
、
為
替
が
後
押
し
し
、
北
米
な

ど
輸
出
が
続
伸
す
る
ほ
か
、
国
内

も
公
共
投
資
な
ど
堅
調
と
み
て
い

る
。
建
機
向
け
厚
板
需
要
で
ウ
エ

ー
ト
の
大
き
い
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の

23
年
度
生
産
は
同
9
％
増
の
14
万

7
9
1
0
台
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
が

同
11
％
増
の
16
万
9
0
0
0
台
と

な
る
。

前
年
8
月
に
策
定
さ
れ
た
23
年

度
見
通
し
と
比
べ
、
3
4
1
5
億

円
、
11
・
2
％
上
方
修
正
さ
れ

た
。22

年
度
は
前
年
度
比
9
・
3
％

増
の
3
兆
1
8
3
4
億
円
の
見
込

み
。
補
給
部
品
を
除
く
出
荷
金
額

は
23
年
度
が
3
兆
5
8
0
億
円

（
同
7
％
増
）、22
年
度
が
2
兆
8

4
9
9
億
円
（
同
13
％
増
）
と
な

る
。部

品
・
部
材
の
調
達
難
、
資
源

高
に
よ
る
需
要
減
、
ロ
シ
ア
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
マ
イ
ナ
ス
要
素

に
挙
げ
な
が
ら
も
、
23
年
度
は

「
金
利
上
昇
の
中
で
も
、
北
米
市

場
な
ど
公
共
投
資
、
民
間
投
資
に

よ
り
、
想
定
以
上
に
経
済
活
動
が

伸
展
、
為
替
の
円
安
も
加
わ
り
、

複
合
的
な
要
因
で
国
内
外
と
も
プ

ラ
ス
と
み
て
い
る
」（
本
田
会
長
）

と
分
析
す
る
。
部
品
・
部
材
の
調

達
で
は
「
現
在
も
深
刻
な
状
況
」

と
し
、
エ
ン
ジ
ン
、
半
導
体
、
電

子
部
品
、
電
装
部
品
で
の
不
足
や

納
期
遅
れ
が
続
い
て
い
る
と
指

摘
。
鋼
材
価
格
ア
ッ
プ
も
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
要
素
に
挙
げ
た
。

23
年
度
は
国
内
9
1
5
0
億
円

（
同
3
％
増
）、輸
出
2
兆
1
4
3

0
億
円
（
同
9
％
増
）
と
予
測
。

国
内
は
公
共
投
資
が
安
定
し
、
3

年
連
続
で
増
加
と
さ
れ
た
。
輸
出

は
最
主
力
機
種
の
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

な
ど
が
伸
展
、
23
年
度
上
期
は
本

年
度
の
増
加
傾
向
が
継
続
、
年
度

下
期
も
一
定
程
度
の
伸
び
が
見
込

ま
れ
る
と
し
、
3
年
連
続
の
増
加

と
予
測
さ
れ
た
。

中
国
市
場
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ロ

コ
ロ
ナ
政
策
か
ら
の
転
換
も
あ
っ

て
増
加
す
る
と
の
見
方
だ
が
、
日

本
か
ら
の
対
中
輸
出
構
成
比
は
10

年
度
の
12
・
3
％
か
ら
21
年
度
は

0
・
7
％
ま
で
落
ち
て
い
る
。

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ

ル
と
も
生
産
台
数
は
プ
ラ
ス
と
予

想
。
23
年
度
の
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
生

産
台
数
は
国
内
が
同
8
％
増
の
9

万
6
9
0
台
、
海
外
は
同
11
％

増
の
5
万
7
2
2
0
台
。
海
外

生
産
比
率
は
同
1
㌽
ア
ッ
プ
の

39
％
。
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
生
産
台

数
は
国
内
が
同
10
増
の
13
万
3

9
9
0
台
、
海
外
が
同
15
％
増

の
3
万
5
0
1
0
台
。
海
外
比

率
は
同
1
㌽
ア
ッ
プ
の
21
％
と

な
る
。

22
年
度
生
産
見
込
み
は
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
13
万
5
4
5
0
台

（
同
4
％
増
）、ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル

15
万
2
1
7
0
台（
同
6
％
増
）

と
伸
び
る
。

厚
板
需
要
に
つ
な
が
る
建
機

需
要
は
23
年
度
も
増
加
軌
道
を

た
ど
り
、
需
要
を
一
定
程
度
押

し
上
げ
、
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

な
お
、
同
見
通
し
は
正
会
員

で
あ
る
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
62

社
が
対
象
、
調
査
時
点
は
本
年

1
月
。

ア
マ
ダ（
磯
部
任
社
長
）

は
Ｎ
Ｃ
装
置
「
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ｃ

4
ｉ
ｅ
」
の
販
売
を
開
始

し
た
。
同
装
置
に
よ
り
マ

シ
ン
は
誰
で
も
、
ど
こ
で

も
使
え
る
環
境
に
や
さ
し

い
マ
シ
ン
に
進
化
す
る
点

を
念
頭
に
展
開
す
る
。
顔

認
証
で
作
業
者
に
合
わ
せ

た
操
作
画
面
の
起
動
、
15

カ
国
語
に
対
応
し
た
言
語

表
示
、
権
限
の
切
り
替
え

な
ど
を
自
動
化
。
フ
ァ
イ

バ
ー
レ
ー
ザ
マ
シ
ン
で
は

「
端
材
自
動
ネ
ス
テ
ィ
ン

グ
」
に
よ
り
効
率
的
に
製

品
配
置
、
遠
隔
で
稼
働
監

視
し
、
一
元
管
理
に
よ
り

一
人
で
複
数
台
の
マ
シ
ン

操
作
が
可
能
と
な
る
。
Ｃ

Ｏ
2
排
出
量
を
最
大
65
％

削
減
で
き
る
。
ベ
ン
デ
ィ

ン
グ
マ
シ
ン
で
は
作
業
者

に
追
従
し
て
動
く
タ
ブ
レ

ッ
ト
で
適
切
ア
ド
バ
イ

ス
。
音
声
操
作
な
ど
で
生

産
性
を
高
め
る
。

Ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
誰
で
も
使

え
る
）、Ｅ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ｅ

ｎ
ｃ
ｙ
（
ど
こ
で
も
使
え

る
）、Ｅ
ｎ
ｖ
ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｍ

ｅ
ｎ
ｔ
（
環
境
に
や
さ
し

い
）、Ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
（
お
客
さ
ま
と
と
も
に

発
展
す
る
）
の
4
つ
の
Ｅ

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
世
界
の

製
造
現
場
の
支
援
に
当
た

る
。顔

認
証
で
は
作
業
者
を

自
動
識
別
、
作
業
者
に
合

わ
せ
て
操
作
画
面
の
起

動
、
言
語
表
示
、
権
限
の

切
り
替
え
な
ど
を
自
動
で

行
う
。
動
画
の
点
検
指
示

で
簡
単
に
点
検
、
作
業
履

歴
は
デ
ジ
タ
ル
で
自
動
保

存
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

ー
管
理
も
で
き
る
。
フ
ァ

イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー
マ
シ
ン

で
は
「
端
材
自
動
ネ
ス
テ

ィ
ン
グ
」
で
必
要
な
製
品

と
そ
の
個
数
を
指
定
す
る

だ
け
で
、
効
率
的
な
製
品

配
置
が
可
能
と
な
る
。
ベ

ン
デ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
で
も

作
業
者
に
追
従
し
て
動
く

タ
ブ
レ
ッ
で
作
業
者
に
合

わ
せ
て
適
切
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
機

能
を
擁
す
る
。

フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー

マ
シ
ン
で
は
モ
バ
イ
ル
端

末
で
リ
モ
ー
ト
操
作
、
遠

隔
で
稼
働
状
態
を
監
視
、

材
料
の
管

理
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
作

成
、
加
工
の

リ
モ
ー
ト
ス

タ
ー
ト
な
ど

が
一
元
管
理

で
き
る
。
一
人
で
複
数
台

の
マ
シ
ン
操
作
で
き
、
生

産
性
が
向
上
す
る
。
ア
イ

ド
リ
ン
グ
時
に
サ
ー
ボ
モ

ー
タ
ー
、
チ
ラ
ー
、
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど
を
自
動

調
整
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
を

最
大
65
％
削
減
。
加
工
中

に
は
切
断
し
な
い
早
送
り

中
の
ア
シ
ス
ト
ガ
ス
を
最

適
化
制
御
、
ア
シ
ス
ト
ガ

ス
消
費
量
を
削
減
で
き

る
。ベ

ン
デ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン

で
は
「
音
声
操
作
」
で
作

業
者
が
発
声
に
よ
り
加
工

ス
タ
ー
ト
、
ス
ト
ッ
プ
、

補
正
値
入
力
が
行
え
る
。

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
、
熱
交

換
器
、
作
業
灯
を
自
動
調

整
す
る
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
機
能
を
搭
載
。
電

力
消
費
量
や
ア
シ
ス
ト
ガ

ス
消
費
量
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
、
マ
シ
ン
サ
マ
リ
ー

と
し
て
表
示
、
加
工
プ
ロ

グ
ラ
ム
単
位
や
全
製
品
単

位
で
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
が
可
能
だ
。

三
菱
電
機
は
1
日
、
同

社
名
古
屋
製
作
所
Ｆ
Ａ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
名
古
屋
市
東
区
）

で
、
Ｆ
Ａ
機
器
事
業
部
の

新
製
品
を
取
引
先
に
紹
介

す
る
「
Ｆ
Ａ
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
フ
ェ
ア
2
0
2
3
」
を

初
開
催
し
た
。
製
造
業
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化

や
、
工
場
自
動
化
・
Ｄ
Ｘ

化
進
展
へ
の
対
応
な
ど
顧

客
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
を

受
け
、
顧
客
と
の
関
係
強

化
を
目
指
し
た
取
り
組
み

で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と

し
て
岡
谷
鋼
機
グ
ル
ー
プ

の
新
エ
フ
エ
イ
コ
ム
な
ど

12
社
も
出
展
し
た
。

「
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
、
も
の
づ
く

り
の
今
と
未
来
」
を
テ
ー

マ
に
、
三
菱
電
機
と
ｅ
―

Ｆ
＠
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

Ａ
ｌ

ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
パ
ー
ト
ナ

ー
が
、
先
進
も
の
づ
く
り

Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

体
感
・
理
解
で
き
る
機
会

と
し
て
実
施
。
オ
ン
ラ
イ

ン
展
も
同
時
開
催
し
た
。

会
場
で
は
、「
Ｄ
Ｘ
×
Ｓ

ｍ
ａ
ｒ
ｔ

Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ

ｒ
ｙ
」
と
し
て
、
新
エ
フ

エ
イ
コ
ム
が
構
築
し
た
、

マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
に
対
応
し
た
ワ
イ
ヤ

レ
ス
マ
ウ
ス
製
造
ラ
イ
ン

な
ど
を
展
示
。
三
菱
電
機

の
「
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ

Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
」
や
「
Ｍ

Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ

Ｍ
ａ
ｉ

Ｌ
ａ
ｂ
」
な
ど
最
新
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
製
品
や
、
製

造
業
向
け
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
披
露
し
た
。

フ
ェ
ア
開
催
に
あ
た
り

同
社
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
事
業

本
部
名
古
屋
製
作
所
の
都

築
貴
之
所
長
は
、
Ｆ
Ａ
シ

ス
テ
ム
事
業
の
22
年
度
の

売
上
高
が
過
去
最
高
の
8

7
0
0
億
円
に
な
る
見
通

し
を
示
す
と
と
も
に
、
フ

ェ
ア
の
目
的
に
つ
い
て
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
お
客

さ
ま
と
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
難
い

状
況
が
続
い
た
こ
と
を
受

け
、
今
回
の
フ
ェ
ア
を
初

開
催
し
た
。

こ
の
機
会
に

お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
を
直

接
伺
い
、
今

後
の
製
品
開

発
な
ど
に
つ

な
げ
て
い

く
。
今
後
、

定
期
開
催
と

し
て
い
く
」

な
ど
と
語
っ

た
。

埼
玉
県
川
口
市
内
の
金

属
加
工
企
業
の
技
術
を
ア

ー
ト
で
表
現
す
る
イ
ベ
ン

ト
「
川
口
ま
ち
こ
う
ば
芸

術
祭
2
0
2
3
」（
主
催
＝

川
口
商
工
会
議
所
、
川
口

市
教
育
委
員
会
、
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｅ

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ

ｋ
ａ

ｗ
ａ
ｇ
ｕ
ｃ
ｈ
ｉ
）
が
3

月
8
日
か
ら
12
日
の
5
日

間
、
川
口
市
の
市
立
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ア
ト
リ

ア
で
開
催
さ
れ
る
。

ま
ち
こ
う
ば
芸
術
祭

は
、
川
口
市
内
の
金
属
加

工
企
業
5
社
と
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
タ

ッ
グ
を
組
む
こ
と
で
、
デ

ザ
イ
ン
と
技
術
を
融
合
さ

せ
、
工
場
見
学
で
は
伝
え

き
れ
な
い
モ
ノ
づ
く
り
の

魅
力
を
発
信
す
る
催
し
。

昨
年
春
の
初
開
催
で
は
家

族
連
れ
や
地
域
住
民
が
訪

れ
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
た
。

今
回
も
加
工
企
業
か
ら

切
削
加
工
を
手
掛
け
る
栗

原
精
機
、
各
種
金
属
加
工

販
売
の
か
ね
よ
し
、
金
属

研
磨
の
新
光
ス
テ
ン
レ
ス

研
磨
、
鋼
材
曲
げ
加
工
の

フ
ジ
テ
ッ
ク
、
鋼
製
建
具

・
装
飾
金
物
製
造
の
マ
エ

ダ
の
5
社
が
参
加
す
る
。

デ
ザ
イ
ン
は
共
立
女
子

大
学
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学

科
の
石
田
和
人
教
授
や
交

通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｓ
ｕ

ｉ
ｃ
ａ
」
の
ペ
ン
ギ
ン
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
坂
崎
千
春
氏

な
ど
7
人
の
ク
リ
エ
イ
タ

ー
と
学
生
が
考
案
し
た
。

展
示
の
ほ
か
、
初
日
に

は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
交
流
会

が
行
わ
れ
、
9
―
12
日
は

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
11
・

12
日
は
人
気
ア
ウ
ト
ド
ア

ブ
ラ
ン
ド「
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
」

と
の
コ
ラ
ボ
商
品
販
売
会

が
開
か
れ
る
予
定
。

「
先
日
、
大

阪
府
内
の
中
学

校
に
招
か
れ
職

業
講
話
を
行
っ

た
。
経
営
者
に

必
要
な
考
え
は

も
ち
ろ
ん
、
人
間
関
係
の
重

要
さ
、
今
後
生
き
て
い
く
上

で
心
が
け
て
ほ
し
い
こ
と
な

ど
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
て
き

た
」
と
話
す
の
は
、
廣
内
圧

延
工
業
（
大
阪
市
城
東
区
）

の
廣
内
謙
会
長
。

▽
…
講
話
は
1
年
生
を
対

象
に
実
施
。
廣
内
会
長
は
、

「
経
営
者
に
な
る
と
、
年
収

は
い
く
ら
か
、
お
金
持
ち
な

の
か
と
い
う
質
問
を
受
け
が

ち
だ
が
、
た
だ
お
金
が
あ
れ

ば
良
い
の
で
は
な
い
。
あ
の

人
が
い
な
い
と
困
る
、
と
周

囲
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
存

在
に
な
る
こ
と
が
大
事
」
と

生
徒
に
説
明
し
た
。

▽
…
廣
内
会
長
が
経
営
者

視
点
で
素
晴
ら
し
い
と
感
じ

て
い
る
の
が
、
サ
ッ
カ
ー
日

本
代
表
の
森
保
一
監
督
だ
と

い
う
。「
個
性
豊
か
な
メ
ン
バ

ー
一
人
一
人
の
心
を
預
か

り
、
選
手
が
見
た
こ
と
の
な
い

世
界
を
一
緒
に
見
よ
う
と
す

る
。
ど
の
業
界
に
お
い
て
も
通

ず
る
姿
勢
で
、
見
習
う
べ
き
考

え
だ
と
思
っ
た
」。

▽
…
授
業
を
通
し
て
未
来
の

職
業
を
模
索
す
る
生
徒
ら
に
、

「
働
く
と
は
、
誰
か
と
チ
ー
ム

で
や
り
と
り
す
る
こ
と
。
常
に

目
を
き
ら
き
ら
さ
せ
て
、
何
事

に
も
共
感
で
き
る
存
在
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
失
敗
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
原
因
が
分
か
れ
ば

そ
こ
か
ら
成
長
・
成
功
に
つ
な

が
る
。
失
敗
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

受
け
取
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

（
芦
）

28
日
か
ら
都
内
の
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
中

の
「
建
築
・
建
材
展
」
に

ス
テ
ン
レ
ス
意
匠
鋼
板
メ

ー
カ
ー
の
日
鉄
ス
テ
ン
レ

ス
ア
ー
ト
（
本
社
＝
兵
庫

県
尼
崎
市
、金
子
渡
社
長
）

と
建
築
用
金
属
内
外
装
製

品
を
手
掛
け
る
フ
ロ
ン
ト

（
本
社
＝
東
京
都
新
宿
区
、

松
川
博
行
社
長
）
が
そ
れ

ぞ
れ
出
展
し
、
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
で
表
現
で
き
る
多
彩

な
加
飾
が
来
場
者
の
注
目

を
集
め
て
い
る
。
展
示
会

は
3
日
ま
で
。

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
ア
ー

ト
は
、
同
社
の
着
色
技
術

「
ノ
イ
エ
ス
」
や
黒
色
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
板
「
Ｂ
Ｌ
Ａ

Ｃ
Ｋ
96
」
に
独
自
開
発
研

磨
な
ど
を
施
し
た
15
種
類

の
パ
ネ
ル
を
屏
風
の
よ
う

に
角
度
を
変
え
て
展
示
し

て
い
る
。
受
付
や
展
示
台

も
加
工
を
施
し
た
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
板
で
、
1
枚
の
鋼

板
の
上
で
2
種
類
の
研
磨

柄
を
表
現
す
る
開
発
中
の

製
品
も
ブ
ー
ス
に
取
り
入

れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
金
属

研
磨
の
新
光
ス
テ
ン
レ
ス

研
磨
（
本
社
＝
埼
玉
県
川

口
市
、
堀
山
竜
紀
社
長
）

が
製
造
販
売
す
る
ス
テ
ン

レ
ス
製
壁
掛
け
時
計
に
ノ

イ
エ
ス
で
着
色
し
た
仕
様

を
展
示
す
る
。

フ
ロ
ン
ト
は
、
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
板
や
高
耐
食
め
っ

き
鋼
板
向
け
金
属
意
匠
の

新
製
品
「
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ⅹ

（
ク
ラ
フ
ト
Ｘ
）」を
お
披

露
目
。
ク
ラ
フ
ト
Ⅹ
は
木

炭
、
嵐
、
霜
、
琥
珀
か
ら

着
想
を
得
た
4
種
類
の
意

匠
で
、
職
人
の
手
作
業
に

よ
る
塗
料
吹
き
付
け
と
研

磨
で
製
造
す
る
。
塗
装
が

生
み
出
す
独
特
の
風
合
い

や
補
修
可
能
な
点
な
ど
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

虹
技
は
2
月
28
日
、
4

月
1
日
付
で
組
織
変
更
を

行
う
と
発
表
し
た
。
大
型

鋳
物
事
業
部
と
鉄
鋼
事
業

部
を
統
合
し
、
素
形
材
事

業
部
を
新
設
す
る
。
両
事

業
部
が
持
つ
営
業
情
報
や

製
造
技
術
、
安
全
・
品
質

管
理
、
設
備
保
全
な
ど
の

連
携
を
深
め
る
こ
と
で
、

事
業
拡
大
を
図
る
。

同
事
業
部
に
は
、
営
業

部
、
大
型
鋳
物
工
場
、
鉄

鋼
工
場
、
品
質
管
理
部
を

置
く
。
同
社
で
は
鋳
物
4

事
業
部
の
う
ち
、
鋼
塊
用

鋳
型
、
自
動
車
用
プ
レ
ス

金
型
鋳
物
、
工
作
機
械
用

な
ど
の
産
業
機
械
用
鋳
物

を
製
造
す
る
大
型
鋳
物
事

業
部
と
、
鉄
鋼
・
非
鉄
金

属
圧
延
ロ
ー
ル
な
ど
を
製

造
す
る
鉄
鋼
事
業
部
の
顧

客
が
重
複
し
、
製
品
の
ス

ケ
ー
ル
が
類
似
し
て
い
た

た
。
両
事
業
部
を
統
合
す

る
こ
と
で
、
営
業
力
と
も

の
づ
く
り
力
の
さ
ら
な
る

強
化
を
進
め
て
い
く
。

国
土
交
通
省
の
建
築
着

工
統
計
か
ら
算
出
し
た
1

月
の
全
国
推
定
鉄
骨
需
要

量
は
31
万
9
1
9
0
㌧
と

前
年
同
月
比
10
・
1
％
減

少
し
2
カ
月
連
続
で
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
た
。
床
面
積

1
万
平
方
㍍
以
上
の
大
型

建
築
は
11
万
5
2
7
0
㌧

と
同
16
・
7
％
減
少
し
、

同
2
0
0
0
平
方
㍍
未
満

の
中
小
建
築
も
13
万
5
5

0
3
㌧
と
同
8
・
9
％
減

っ
た
。
同
2
0
0
0
―
1

万
平
方
㍍
で
は
6
万
8
4

1
7
㌧
と
同
1
・
0
％
増

加
し
た
。

関
東
の
鉄
骨
需
要
量
は

12
万
4
7
0
㌧
と
同
24
・

0
％
減
少
し
た
。

経
済
産
業
省
は
28
日
、

イ
ン
ド
商
工
省
な
ど
イ
ン

ド
政
府
訪
日
団
と
第
5
回

日
印
産
業
競
争
力
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
次
官
級
会
合

を
開
い
た
と
発
表
し
た
。

東
京
の
初
開
催
。総
務
省
、

外
務
省
、
農
林
水
産
省
、

国
土
交
通
省
の
ほ
か
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
な
ど
政
府
機
関
が
参

加
し
た
。
イ
ン
ド
側
は
商

工
省
、
鉄
鋼
省
、
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
・
レ
ア
ア
ー
ス
公

社
な
ど
が
参
加
し
た
。
首

脳
会
談
で
合
意
し
た
5
年

間
で
5
兆
円
の
投
融
資
目

標
実
現
へ
投
資
促
進
、
産

業
協
力
な
ど
を
推
進
す
る

こ
と
で
一
致
し
た
。
鉄
鋼

関
係
で
は
昨
年
開
い
た
日

印
鉄
鋼
対
話
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
鉄
鋼
建

材
（
続
き
）

（
4
月
1
日
付
）

【
組
織
改
正
】

一
、
東
部
事
業
部
に
事
業
企

画
部
お
よ
び
建
材
薄
板
部
を
新

設
【
人
事
異
動
】

■
グ
ル
ー
プ
会
社
の
役
員
人

事
《
新
日
本
工
業
》

▽
退
任
（
取
締
役
社
長
）
依

田
裕
二

▽
〔
新
任
〕
取
締
役
社
長
＝

武
内
健
二
郎

※
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

鉄
鋼
建
材
事
業
総
括
部
次
長

《
Ｊ
鉄
建
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
》

▽
退
任
（
取
締
役
社
長
）
名

雪
正
治

※
4
月
1
日
付
同
社

常
勤
顧
問

▽
〔
新
任
〕
取
締
役
社
長
＝

成
田
雄
啓

※
執
行
役
員
鉄
構

事
業
部
長

▽
退
任
（
取
締
役
）
知
覧
秀

司
《
ヤ
シ
マ
ナ
ダ
》

▽〔
昇
任
〕専
務
取
締
役（
常

務
取
締
役
）
山
内
靖
文

■
執
行
役
員
の
業
務
分
担

▽
社
長
﹇
1
﹈
営
業
統
括
役

員
﹇
2
﹈
安
全
統
括
部
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
営
業
部
、
土
木
建
材

拡
販
チ
ー
ム
の
担
当
・
統
括
＝

飯
野
聡

▽
専
務
執
行
役
員
﹇
1
﹈
管

理
統
括
役
員
﹇
2
﹈
経
営
企
画

部
、
事
業
総
括
部
の
担
当
・
統

括
＝
佐
塚
健

▽
〔
昇
任
〕
常
務
執
行
役
員

﹇
1
﹈
東
部
事
業
部
長
﹇
2
﹈

ト
ー
セ
ン
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
住
宅

資
材
・
新
日
本
工
業
・
門
脇
鋼

材
・
三
輪
鉄
建
・
ロ
ー
ル
マ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
・
Ｊ
Ｙ
Ｓ
Ｐ
の
担

当
＝
西
村
洋
豪

▽
〔
昇
任
〕
常
務
執
行
役
員

﹇
1
﹈
総
務
部
、
人
事
部
、
社

内
報
・
秘
書
チ
ー
ム
の
担
当

﹇
2
﹈
人
事
部
長
﹇
3
﹈
総
務

部
長
＝
松
澤
佳
一

▽
執
行
役
員
﹇
1
﹈
鉄
構
事

業
部
副
事
業
部
長﹇
技
術
担
当
﹈

﹇
2
﹈
鉄
構
営
業
部
長
＝
塚
田

崇
▽
執
行
役
員
﹇
1
﹈
鉄
構
事

業
部
長
﹇
2
﹈
Ｊ
鉄
建
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

取
締
役
社
長
＝
成
田
雄
啓

▽
執
行
役
員
﹇
大
阪
駐
在
﹈

﹇
1
﹈
西
部
事
業
部
長
﹇
2
﹈

ヤ
シ
マ
ナ
ダ
の
担
当
＝
小
松
洋

▽
執
行
役
員
﹇
1
﹈
財
務
経

理
部
、
営
業
会
計
部
、
Ｉ
Ｔ
企

画
部
、
審
査
部
、
監
査
部
の
担

当
﹇
2
﹈
監
査
部
長
＝
川
島
弓

子
▽
〔
新
任
〕
執
行
役
員
﹇
1
﹈

東
部
事
業
部
副
事
業
部
長
＝
吉

川
弘
一

▽
〔
新
任
〕
執
行
役
員
﹇
福

岡
駐
在
﹈﹇
1
﹈
西
部
事
業
部
副

事
業
部
長
﹇
2
﹈
西
部
事
業
部

九
州
支
店
長
＝
川
原
信
一

■
異
動

▽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
営
業
部
海

外
建
材
推
進
室
長
（
西
部
事
業

部
九
州
支
店
長
）
勝
本
純

▽
経
営
企
画
部
担
当
役
員
付

兼
事
業
総
括
部
担
当
役
員
付

（
人
事
部
付
新
日
本
工
業
出
向

﹇
取
締
役
社
長
﹈）依
田
裕
二

▽
人
事
部
付
ト
ー
セ
ン
出
向

（
審
査
部
長
）
篠
原
靖

▽
人
事
部
付
新
日
本
工
業
出

向
﹇
取
締
役
社
長
﹈（
事
業
総
括

部
次
長
兼
安
全
総
括
部
兼
監
査

部
）
武
内
健
二
郎

▽
審
査
部
長
（
審
査
部
付
）

鹿
野
健
司

▽
鉄
構
事
業
部
技
術
管
理
部

長
（
鉄
構
事
業
部
技
術
管
理
部

工
務
室
長
）
田
中
光

▽
東
部
事
業
部
副
事
業
部
長

（
東
部
事
業
部
棒
鋼
部
長
兼
棒

鋼
部
鉄
筋
開
発
営
業
チ
ー
ム
リ

ー
ダ
ー
）
原
口
知
也

▽
東
部
事
業
部
事
業
企
画
部

長
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
営
業
部
海

外
建
材
推
進
室
長
）
佐
藤
豊

▽
東
部
事
業
部
棒
鋼
部
長
兼

鉄
筋
開
発
営
業
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
（
東
部
事
業
部
棒
鋼
部
棒
鋼

室
長
兼
鉄
筋
開
発
営
業
チ
ー

ム
）
山
領
信
広

▽
東
部
事
業
部
建
材
薄
板
部

長
（
東
部
事
業
部
付
兼
薄
板
部

富
山
営
業
所
長
）
井
上
周
次

（
終
わ
り
）

大
阪
ス
テ
ン
レ
ス
流
通

協
会
は
2
月
28
日
、
大
阪

市
内
の
鉄
鋼
会
館
で
「
経

営
層
向
け
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
講
演
会
」
を
開
催
し

た
。
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
実
施
し
、
計
35
人
が
参

加
し
た
。

冒
頭
で
、
佐
伯
清
孝
・

調
査
研
究
委
員
長
（
三
榮

社
長
）
は
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
な
い
組
織
運
営
を
行

う
た
め
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

講
演
会
の
講
師
は
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
研
修
な
ど
を
行

う
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
の
樋
口
ユ
ミ
代
表

が
務
め
、
ど
う
い
っ
た
こ

と
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
あ

た
る
の
か
、
防
止
方
法
な

ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

ジ
オ
ス
タ
ー
（
続
き
）

（
4
月
1
日
付
）

《
顧
問
》

▽
常
任
顧
問
技
術
本
部
（
執

行
役
員
営
業
本
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
発
部
長
）
池
田
真

▽
〃
（
日
本
製
鉄
参
与
大
阪

支
社
副
支
社
長
）
堀
田
穣

▽
顧
問
〔
非
常
勤
〕
管
理
本

部
（
常
任
顧
問
経
営
管
理
本
部

〈
特
命
〉）長
谷
川
精
一

▽
〃
〔
〃
〕
営
業
本
部
（
執

行
役
員
営
業
本
部
〈
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
営
業
〉）田
邉
敏

▽
〃
〔
〃
〕
技
術
本
部
〈
品

質
保
証
〉（
顧
問
〔
非
常
勤
〕
技

術
本
部
〈
品
質
保
証
〉）大
長
唯

宏

（
終
わ
り
）

▽
佐
藤
商
事
＝
3
万
6

1
0
0
株
、
4
9
3
0
万

8
2
0
0
円
（
2
月
6
―

28
日
）

▽
日
本
製
缶
＝
3
7
0

0
株
、
4
4
3
万
6
0
0

0
円
（
2
月
1
―
28
日
）

▽
岡
部
＝
16
万
5
0
0

株
、
1
億
1
7
0
8
万
9

0
0
0
円
（
〃
）

▽
文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
＝

71
万
8
3
0
0
株
、
8
億

1
8
7
9
万
3
4
8
0
円

（
〃
）

フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー

マ
シ
ン
用

失敗を成長につなげて

佐
伯
委
員
長

日鉄ステンレスアートのブース㊤、
フロントブースの「ＣＲＡＦＴＸ」

導入した帯鋸切断機（右赤色がアマダ
マシナリー製、左青色が大東精機製）

講
師
の
樋
口
氏

ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
用

下屋にトランティクシーが採用

展示されたデモライン

23年度建機出荷3.4兆円へ

3年連続で最高更新見込む

あ
い
さ
つ
す
る
都
築
・
名

古
屋
製
作
所
長

金属加工企業とアートがタッグ
埼玉・川口市で芸術祭


